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国
跡
を
た
ど
る
⑧

古

尚子

」ι.
且

古
学
堂
は
、
阿
蔵
八
幡
神
社
神
職
の

常
磐
井
家
の
家
塾
で
し
た
。

古
学
堂
は
、
約
三
百
年
前
の
員
古
手
、

元
禄
の
こ
ろ
開
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
兵
頭
守
敬
↓
常
磐
井
厳
支
(
兵
頭

を
常
磐
井
に
改
姓
)
を
経
て
常
磐
井
精

支
の
明
治
九
年
ま
で
続
い
た
全
国
で
も

ま
れ
に
見
る
私
塾
で
し
た
。

門
人
に
は
、
蘭
学
者
三
瀬
諸
刻
、
函

館
五
核
郭
を
築
い
た
武
田
成
章
、
大
洲

藩
大
参
事
山
本
尚
徳
な
ど
有
能
な
人
材

が
輩
出
し
て
い
ま
す
。

古
学
堂
跡
は
約
二
十
ア
ー
ル
の
広
さ

で
、
東
南
端
に
あ
る
二
階
建
て
の
文
庫

が
当
時
の
面
影
を
残
し
、
貴
重
な
遺
品

も
数
多
<
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
干

一
年
に
大
洲
市
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し

た。
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昭和61年 9月1日おおず広報

今
年
、
大
洲
市
で
九
十
歳
以
上
の
人
(
七
月

十
六
日
現
在
)
は
、
百
一
人
に
な
り
、
昨
年
と

比
べ
て
十
一
人
増
加
し
ま
し
た
。
番
付
表
を
見

る
と
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
、
長
生
き
で

き
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

市
内
の
最
高
齢
は
、
有
友
ム
メ
力
さ
ん
で
す

が
、
ご
家
族
の
温
か
い
気
配
り
と
、
ム
メ
力
さ

ん
自
身
が
、
心
の
張
り
を
持
っ
て
元
気
に
針
仕

事
を
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
長
生
き
を
し
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

大洲市長寿番付表

政雄
96歳

松岡
上須戒

横

綱
99歳

カJ
F
 

ム友有
菅 田

喜多山 96歳音五郎本村大
関

村 98歳中ウタノ本l
 
i
 

)
 

木 94歳市雄房尾十品関脇木 98歳柚エキユ木植

(番付以外で90歳以上の人)
野 94歳平久右衛門清水

木 83歳柚夫
一
太

朝
一
新
一
百

田

是坪前大城三矢重 土 高
野 93歳平

九
十
二
歳

津田田野戸好野
九
十
一
歳

同 居 村
谷 93歳

賀 92歳
タ
カ
エ
(
東
宇
山
)

ミ
チ
ヨ
(
徳
森
)

ス
ミ
エ
(
田
口
)

チ
ト
セ
(
菅
田
)

ト

メ

(

菅

田

)

ヨ
シ
ヲ
(
平
野
)

ヨ
(
新
谷
)

イ菊

枝

(

中

村

)

リ
カ
(
八
多
喜
)

冨
士
子
(
市
木
)

村 92歳

川 92歳

新

春

中

蔵

西大洲 91歳

洲 91歳大

都西松冨上都神辻久小品北
久

築村保永野合谷川保西田川

口 91歳

成 91歳

重

田

手

ミ
ツ
エ
(
市
木
)

ス
ミ
エ
(
市
木
)

フ
ミ
エ
(
菅
田
)

ミ

ヨ

(

菅

田

)

タ
ケ
(
常
磐
町
)

ユ

キ

(

田

口

)

イ
サ
ミ
(
中
村
)

ハ
ツ
エ
(
成
能
)

ト
キ
ヨ
(
成
能
)

恒

奨

(

菅

田

)

ム
メ
ヨ
(
田
処
)

タ

ミ

(

菅

田

)

九
十
歳

村 91歳

田 91歳

宮 91歳

八多喜 91歳

谷 91歳

洲 91歳大

積 90歳稲

音
一
義
一
口
問
一
昨
一
吋
一
寅
一
太
一
政
一
日

平
一
東
一
山
一
矢
一
安
一
同
一
上

J I! 

本
一
村
一
野
一
上

村 97歳|小結

誠
一
照
一
道
一
雄
一
郎
一
市
一
淵

一
一
ム
口

照
一
時
一
宗

越

野

山

中

+〔呂

若

田

守
一
村
一
丸
一
度
一
一
城
一
北
一
山
一
大
一
吉
一
菊
一
富

地

新

細
舗
で

2
一ク
3
7
4
一ク
5
7
6
一タ
7
2
8
7
9
一
夕
日
一
ク
ロ
一
ウ
ロ
一
ク
ロ
7

M
一
今
日
一
今
回
一
台
一
今
回

同
ヤヤツ野

谷 96歳新ス

木 95歳袖スエヨ

洲 94歳

木 94歳

大

市

山
一
円
一
中

同
十
宮
一
下
一
野
一
村

松
一
大
一
岩

矢

袖

川 94歳

東宇山 94歳

蔵

コチエ

木 94歳柚ヨシノ

縄 94歳藤フクヨ

回 83歳

川 83歳

八

吉
一
郎
一
重

戸有
田

蔵

鍋

川
一
本
一
野

トラエ

ヨキ

戸

木 83歳

沢 93歳

津 93歳

洲 93歳

口 93歳

袖

相l

米

大

田

タネヲ

ミヤノ

マサヱ

子

ヤJ¥ 

初

田

宮
一
岡
一
上
一
山
一
頭
一
川

田

隅
一
上
一
先

中

増
一
村
十
西

野 93歳平カツヨ

木 93歳市子信
一
千

兵
一
大
一
森
一
泉
一
大
一
村
一
船
一
東 口 90歳

藤三石 祖 二 長 大矢滝大音高白山山森久池松菊石西谷池谷山高松矢佐東中基松新
母

津好田井 宮 岡 野野野野田橋木田内山保田本地河山本田岡内岡木野子

田尾八多喜 92歳早

岡野岡田

ヒ
ナ
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(
田
口
)

敬
祐
(
八
多
喜
)

ア
サ
ノ
(
五
郎
)

シ
ズ
エ
(
蔵
川
)

厚

見

(

阿

蔵

)

ヨ
シ
エ
(
徳
森
)

章
(
若
宮
)

シ
カ
ノ
(
松
尾
)

菊
三
郎
(
柚
木
)

毒

延

(

五

郎

)

薫

秋

(

新

谷

)

ミ
ツ
エ
(
新
谷
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ヤ
ス
ノ
(
平
野
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ヤ
ク
ヨ
(
五
郎
)

ヨ
シ
エ
(
森
山
)

ハ
ナ
ヨ
(
柚
木
)

ダ

イ

(

田

口

)

鶴

雄

(

新

谷

)

久

衛

(

菅

田

)

喜
代
せ
(
市
木
)

ツ
子
ヨ
(
田
口
)

カ
子
ヲ
(
藤
縄
)

ム
マ
ヨ
(
中
村
)

ヨ
シ
ヲ
(
柚
木
)

ツ
ヤ
ノ
(
大
洲
)

ウ

ラ

(

新

谷

)

忠

愛

(

森

山

)

和
歌
代
(
菅
田
)

吉

衛

(

徳

森

)

ア
ツ
ミ
(
菅
田
)

官

衛

(

菅

田

)

象
太
郎
(
若
宮
)

オ
ト
リ
(
梅
川
)

貞

夫

(

松

尾

)

可
祝
(
喜
多
山
)
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何

一

て
転
居
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
だ
ろ
う
一

と

忠

わ

れ

ま

す

。

吋

ま
た
、
男
女
の
老
齢
人
口
は
、
男
が
叩

一
一
、
二
六
九
人
(
五
・
七
%
)
女
が
二
一
、
加
し

四
三
一
人
(
八
・
六
%
)
と
そ
の
差
が
問
岨

一
、
一
六
二
人
も
あ
り
、
男
性
が
長
生
同

き
で
き
る
の
は
、
女
性
の
約
き
だ
と
い
問

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

内

こ
の
よ
う
に
、
高
年
齢
化
が
進
ん
で
向Jm 

い
る
現
在
、
は
た
し
て
私
た
ち
は
わ
年
前
私
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
民
謡

寄
り
に
ど
う
接
す
る
べ
き
か
、
ま
た
私
町
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
ま
す
。

た
ち
が
老
後
に
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
叩
民
謡
を
、
み
ん
な
と
声
を
出
し
て
歌

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
て
も
大
同
っ
て
い
る
こ
と
が
、
私
の
健
康
の
秘
訣

切
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
で
す
。と

に
か
く
、
精
神
的
に
も
何
も
か
も

忘
れ
て
声
を
出
す
と
、
ス
ト
レ
ス
も
な

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
民
謡
ク
ラ
ブ
の

おおず広報

大
洲
市
全
体
の
人
口
に
対
す
る
老
齢

人
口
(
六
十
五
歳
以
上
)
の
比
率
は
、

一
四
・
三
%
で
す
。

ま
た
、
昭
和
五
十
年
に
は
三
了
二

%
、
昭
和
五
十
五
年
で
は
一
二
了
一
二
%

で
す
か
ら
、
年
々
高
齢
化
の
進
ん
で
い

る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

日
本
全
体
で
は
、
一

0
・
四
%
(
昭

和
六
十
一
年
四
月
一
日
現
在
)
で
す
。

地
区
別
に
見
る
と
、
別
表
の
よ
う
に

大
川
、
上
須
戒
、
柳
沢
地
区
の
老
齢
人

口
比
率
が
高
い
よ
う
で
す
。
原
因
と
し

て
は
、
若
い
人
た
ち
が
、
地
区
内
に
留

ま
ら
ず
、
地
区
外
に
働
き
場
所
を
求
め

昭和61年 9月1日

地区別老齢人口比率
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健
康
の
秘
説
は
民
謡上田秋男さん

大洲市上須戒(74歳)

H

心
の
張
り
u

を
持
つ

年
を
取
る
と
、
自
分
の
身
の
回
り
の

こ
と
や
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
や
る
の
が

お
っ
く
う
に
な
っ
て
、
家
族
や
他
人
に

頼
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
「
私
は
、
も
う
役
に
立
た
な

い
か
ら
:
:
:
」
こ
れ
で
は
、
老
け
込
む

ば
か
り
で
す
。

た
と
え
ば
、
新
聞
の
切
り
抜
き
、
庭

の
草
引
き
な
ど
身
近
な
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
を
す
る
だ
け
で
も
、
手
先
を
使
う

こ
と
に
よ
っ
て
老
化
防
止
に
役
立
ち
ま

仲
間
と
み
ん
な
で
話
し
た
り
、
歌
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
老
化
防
止
に
も
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

年
を
取
っ
て
か
ら
健
康
で
い
ら
れ
る

の
は
、
若
い
こ
ろ
に
体
を
鍛
え
た
お
か

げ
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

段
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
柔
道
と

剣
道
を
や
っ
て
お
り
、
喜
多
郡
の
銃
剣

術
の
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
が
、
よ
い

思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

A
7
は
、
民
謡
の
外
に
、
一
三
味
線
、
太

鼓
、
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
、
魚
釣
り
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

今
の
若
い
人
た
ち
は
、
車
に
乗
る
ば

か
り
の
よ
う
で
す
が
、
足
を
使
っ
て
体

を
鍛
え
て
欲
し
い
で
す
ね
。

と
に
か
く
、
体
全
体
を
使
う
こ
と
で

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
丈
夫
に
な
る

こ
と
で
す
。
私
も
民
謡
を
体
が
続
く
限

り
や
っ
て
い
こ
う
と
思
つ
で
い
ま
す
。

1
1
2
h
e
n
c
k
h防
長
医
事
K
F
R句作
4
5
E
K
広
告
怜
主
主

す。
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
周
囲
の
人
か
ら

感
謝
さ
れ
る
ご
と
で
、
「
ま
だ
世
の
中
の

役
に
立
っ
た
」

U
「
心
の
張
り
」
に
つ

な
が
り
ま
す
。

お
年
寄
り
を
敬
っ
て
何
も
さ
せ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
か
う
ご
と
は
、
か
え
っ

て
、
お
年
寄
り
を
老
け
込
ま
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
家
庭
、
ま
た
社
会
の
中

で
お
年
寄
り
に
で
き
る
だ
け
参
加
し
て

も
ら
い
、
社
会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う

自
覚
を
持
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
。
こ
の
白

か
ら
一
週
間
は
老
人
福
祉
週
間
で
す
。

敬
老
年
金
)十

を
贈
呈

電
子
体
温
計
一

九
月
十
六
日

i
十
八
日

大
洲
市
で
は
、
お
年
寄
り
の
健
康

増
進
の
た
め
に
、
「
敬
老
年
金
」
と

「
電
子
体
温
計
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者

昭
和
六
十
一
年
九
月
十
五
日
現
在

大
洲
市
に
引
き
続
き
二
一
ヶ
月
以
上
住

所
の
あ
る
人
で

O
敬
老
年
金
は
、
九
月
十
五
日
現
在

で
満
八
十
歳
以
上
の
人
(
明
治
三

十
九
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
)

O
電
子
体
温
計
は
、
昭
和
六
十
二
年

三
月
三
十
一
日
現
在
で
満
七
十
歳

以
上
の
人
(
大
正
六
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)

※
敬
老
年
金
は
、
次
の
よ
う
に
お
渡

し
し
ま
す
。

日

時

九

月

十

六

日

1
十
八
日

午
前
九
時

1
午
後
四
時
三
十
分

場
所
肱
南
地
区
↓
市
役
所
一
階

ロ
ビ
l
、
肱
北
地
区
↓
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
そ
の
他
の
地
区
↓
各
連
絡

所持
参
品
印
鑑
、
通
知
の
ハ
ガ
キ

電
子
体
温
計
は
、
個
人
あ
て
に
郵

送
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所

援
護
係
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
7
5

3 



昭和61年 9月1日

昭和60年 4月 1日

~昭和61年 3月31日

おおず広報

長

秋

市
直
旦

羽刊

田

大

近

亡ゴ予算額
執行額

2億 501万円
]億9，802万円

出歳入歳予算額 99t意1，669万円
執行額 102億8，656万円

4{，意4，858万円
41章~8 ， 738万円

H意2，909万円
H意4，405万円

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す

る
条
例
、
及
び
地
方
公
営
企
業
法
第

ω

市民のために使われた

市の予算(一般会計)は

条
の

2
の
規
定
に
よ
り
大
洲
市
の
財
政

状
況
を
次
の
よ
う
に
公
表
し
ま
す
。

大
洲
市
の
財
政
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
か
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

41，童6，4137]円
4億5，730万円

10億4，003万円
10億3，127万円

111意9，9007ゴ円
11億8，076万円

14億2，947万円
13億8，803万円

1H意 643万円
10億8，651万円

11;意8，828万円
H意9，029万円

51，車6，735万円
5億6，735万円

61!意6，118万円
61.意5，760h円

1人当たり

245，060円
一世帯当たり

772，402円

15億5，858万円

15{，意3，524万円

特
別
会
計
の
状
況

351，意:

国民健康保険

色
予算現額 21{意 944万円
収入済額 22億2，996万円
支出済額 20i意9，215万円;
差引 l億3，781万円

国保診療所

南
予算現額 4，409万円
収入済額 3，856万円
支出済額 3，633万円
差 51 223万円

20億10億

老人保健

予算現額 18億r2，856万円
収入済額 18億2，870万円
支出済額 18億 913万円
差 51 1，957万円

と畜場

明
予算現額 269万円
収入済額 124万円
支出済額 123万円
差引 1万円

1C億35{，意 30億

交通障害保障

覆言Z

一般会計予算執行状況!

予算額 99億1，669万円

執行額 97億 755万円

4億 495万円

31意6，608万円

767万円
746万円
712万円
34万円

予算現額

収入済額

支出済額

差ヲi
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昭和61年 9月1日

(一般会計性質別状況)

普通建設事業費

30億3、651万円

31.3% 

( 市 有財産の状況)
昭和61年3月31日現在

種 思リ 面 積 な ど ノi1へZ、 gいt百/、

宅 士也 511 ，829立f 16{意8，682王f円

山 中本 2，819，506m' 2，362万円

田 止田 99，836m' 124万円

雑種 土也 12，671m' 464万円

建 物 164，249m' 92億4，959万円

立 木 56，906m' 3億6，877万円

財 政 吉岡 整 基 金 8億 5，955万円

大iHI市国民健康保険財政調整基金 6，355万円

土 I也 開 発 基 金 2億 626万円

その他特定目的基金 3，735万円

出 資 ィEヘl2: 4，029万円

計 正2{意 700万円

(事業会計の状況)

広 報 お お ず

(市税と住民負担の状況)

国定資産税(28.8知 市民税(60.9%)

1人当たり 23，137円 1人当たり 48，912円

一世帯当たり 72，926円 →世帯当たり 154，167円

電気税(4.4%) たばこ消費税(4.7%)

/ι 
四日，~~~ü榊~~~~~lfll

l人当たり 3，558円 l人当たり 3，750円

一世帯当たり 11与 213p:j世帯当たり 11 ，821円

その他 (1.2%)
A 
Q 

1人当たり

計
(100%) -軽自動車税

・特別土地保有税

・木材引取税 80，378円
1人当たり 1，021円|一世帯当たり

世帯当たり 3，215円 I 253，342円
干斗 日 干兇 4又 入 構 成 比

市 民 干l~ 19億 3，757万円 60.9% 

固 定 資 産 税 9{意1，653万円 28.8宇品

たばこ消費税 l{;意4，856万円 4.7ラ4

電 手メ=、 干~ 1億 4，093万円 4.4% 

軽白動車税 3，893万円 1.2% 

特別土地保有税 127万円 0% 

木 材 引 取 税 21万円 0財

L一一一 メ仁53、 計 31億 8，400万円 100% 

事業会計名 総収益 総費用 総利益 簡易水道 住宅新築資金等貸付事業 土地取得造成¥

工業用水道 631万円 456万円 175万円

水道事業 3億2，695万円 2億9，831万円 2，864万円 害h 軍主 議与〆
国民宿舎 7，975万円 7，962万円 13万円

予算現額 4，107万円 予算現額 1億1，508万円 予算現額 972万円
収入済額 4，191万円 収入済額 9，163万円 収入済額 967万円

病 院 13億6，882万円 12億3，270万円 l億3，612万円
支出済額 3，971万円 支出済額 1億1，499万円 支出済額 967万円
差引 220万D 差引 ム2，336万円 差引 。
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昭和61年 9月1日

?闘..菱自:;:58::霧ji慶治塗..議議灘::}:j句22Jill--j
おおず広報

V 平地慶雲寺線

昭和60年度には、 1億300万円をかけて、道路延長

約 404t~ (車道幅員5.5t~)を整備しました。

(昭和64年度完成予定)

A 峠橋

昭和56年度に工事着工、総工費約 7億 9千万円をかけ

て昭和61年 3月完成。春賀ー多田を結びました。

A堀ノ内市営住宅

昭和60年度に工事着工し、約 1億 4千万円をか

け、昭和61年 6月完成。第 1種市営住宅(16戸)

です。

A林業総合センタ

昭和60年 9月に工事着工し、約 7千 3百万円をかけて

昭和61年 3月に完成。大洲市林業の拠点として運用され

ています。

公債費の状況
昭和61年 3月31日現在

区分 借入先 借入件数 現 在 I司

大蔵省 135 59億5，113万円

般 郵政省 51 19億 130万円
JZL 三ミ そのイ也 55 19億1，889万円
計 計 241 97億7，132万円

特男ZZL三U 

大蔵省 7 1億 488万円

郵政省 28 5億1，393万円

議 再十 35 6億1，881万円
メE53、 再十 276 103億9，013万円

1 人当たりの額 1262，291円

1世帯当たりの額 ¥826，713円

画昭和60年度財政状況

昭
和
六
十
年
度
、
大
洲
市
は

H

新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
し
か
も
豊
か

で
活
力
あ
る
地
域
社
会
H

を
実
現
す
る

た
め
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

地
方
財
政
の
き
び
し
い
状
況
の
下
、

健
全
な
財
政
構
造
を
堅
持
し
つ
つ
効
率

的
な
予
算
執
行
、
市
民
福
祉
の
向
上
を

推
進
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
七
十
二
億
九
千
万
円

で
ス
タ
ー
ト
し
、
十
一
回
の
補
正
を
し

て
、
最
終
予
算
額
は
、
九
十
九
億
一
千

六
百
六
十
九
万
円
(
繰
越
明
許
費
一
千

六
百
三
十
二
万
円
を
含
む
)
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計

も
健
全
な
運
営
状
況
で
し
た
。

※
繰
越
明
許
費
日
歳
出
予
算
の
う
ち
性

質
上
年
度
内
に
支
出
で
き
ず
翌
年
度
に

繰
り
越
し
使
用
す
る
経
費
(
要
約
)

一 6 ー



おおず広報

ー
九
月
二
十
七
日

み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て
投
票
を
H

九
月
二
十
七
日
(
土
)
は
、
大
洲
市

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
接
結
び

付
く
大
切
な
選
挙
で
す
。
よ
く
考
え
て

悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
日
時

九
月
二
十
七
日
(
土
曜
日
)

午
前
七
時

1
午
後
六
時

投
票
資
格

①
満
二
十
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

女
今
回
は
、
昭
和
四
十
一
年
九
月

二
十
八
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

②
引
き
続
き
一
二
ヶ
月
以
上
、
大
洲
市

に
住
所
が
あ
る
こ
と

女
昭
和
六
十
一
年
六
月
十
九
日
以

前
に
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人

不
在
者
投
票

投
票
日
に
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
前
も
っ
て
不

在
者
投
票
一
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期

間

九

月

二

十

日

1
九
月
二
十

六
日

午
前
八
時
三
十
分

1
午
後

五
時

日寺

間

九
月
十
五
日
に
、
大
洲
高
等
学
校
同
窓

会
が
聞
か
れ
ま
す
。

そ
の
際
、
同
校
出
身
(
旧
中
四
十
二
回

卒
)
で
、
現
在
神
戸
大
学
教
授
の
桂
芳
男

氏
の
講
演
が
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

昭和61年9月1B 

演(神戸大学教捜)芳男氏講桂

「企業の盛衰に学ぶ」
日

時

会

場

講

演

神

戸

大

学

教

授

桂

「
企
業
の
盛
衰
に
学
ぶ
」

芳
男

※
入
場
無
料
で
す
。

場

戸斤

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

宮⑫
2
1
1
1
内
線
2
3
0

台
風
に
備
え
て
、
テ
レ
ビ
ア
ン
テ

F
h
ベ
打
ナ
や
看
板
を
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

，
s

一γ
も
し
電
線
が
切
れ
て
い
た
ら
す
ぐ

与

A
M
に
四
国
電
力
へ
ご
連
絡
を
。

備

電

宮

⑫

2
1
3
5

こ
国-四

品

v

d

vズ-ン風A
ロ

とく子

ぽ。
松
山
市
の
市
民
会
館
で
六
月
二
十
九

日
、
第
三
回
県
中
学
生
将
棋
名
人
戦
が

開
催
さ
れ
、
大
洲
市
か
ら
参
加
し
た
渡

透
聡
君
が
見
事
、
名
人
の
座
に
つ
き
ま

し
た
。渡

逢
君
は
、
大
洲
南
中
学
校
の
三
年

生
で
、
同
校
将
棋
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ
テ

ン
を
し
て
い
ま
す
。

将
棋
を
始
め
た
の
は
、
小
学
校
五
年

九
月
十
五
日
(
日
)

午
後
四
時
か
ら

大
洲
高
校
体
育
館

渡

第3回県中学生

将棋名人

生
の
と
き
で
、
お
父
さ
ん
に
教
わ
っ
た

の
が
き
っ
か
け
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

名
人
戦
に
は
、
県
内
か
ら
三
十
四
人

の
中
学
生
が
参
加
し
、
予
選
で
二
十
一

人
に
し
ぼ
っ
た
後
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
渡
法
君
は
、
弟

の
明
君
(
南
中
学
校
一
年
)
と
と
も
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
人
が
対
局

す
る
場
面
も
あ
り
、
こ
の
対
決
は
兄
の

貫
録
で
、
聡
君
が
勝
ち
ま
し
た
。

「
さ
す
が
に
、
弟
と
は
や
り
に
く
か

っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
大
会
で
は
、
か
な
り
あ
が
っ
て
し

j室

百公
砂l'し、

君

(
大
洲
市
梅
川
・
大
洲
南
中
三
年
)

ま
っ
て
優
勝
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
今
ま
で
将
棋
を
し
て
い
て
一
番
う

れ
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

週
に
一
回
の
将
棋
ク
ラ
ブ
の
時
間
の

ほ
か
に
、
毎
日
一
時
間
は
家
で
ム
お
父
さ

ん
や
弟
と
将
棋
を
指
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
将
棋
の
本
を
読
ん

で
研
究
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

機
離
種
電

M

将
棋
ク
ラ
ブ
の
米
沢
弘

行
先
生
か
ら
見
た
渡
漣
君

は
「
真
面
目
で
無
口
な
生

徒
で
す
。
何
に
で
も
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た

こ
と
が
、
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
L

と
話
さ
れ
ま
し

た。

離
欝
醐
川
一
子
校
の
教
科
で
は
、
数

学
と
英
語
が
得
意
と
い
う
こ
と
。
数
学

の
才
能
が
、
将
棋
で
も
生
か
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。

趣
味
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
、
主
に
地

元
の
南
久
米
を
巡
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

将
来
は
、
中
学
校
の
先
生
に
な
っ
て

み
た
い
と
い
う
渡
漣
君
。

現
在
中
学
三
年
生
の
た
め
、
勉
強
な

ど
い
ろ
い
ろ
忙
が
し
い
よ
う
で
す
が
、

「
将
棋
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け

て
や
つ
で
い
き
た
い
」
と
将
棋
へ
の
意

欲
は
、
ま
す
ま
す
盛
ん
で
す
。

一 7



悪
質
訪
問
一
瀬
涜
仁
注

最
近
、
愛
媛
県
内
で
は
、
東
京
都
の
ど
を
無
料
配
布
し
て
雰
囲
気
を
盛

訪
問
販
売
業
者
が
、
催
眠
商
法
や
ホ
l

り
上
げ
る
。

ム
パ
ー
テ
ィ
商
法
に
よ
っ
て
磁
気
マ

y

⑤
最
後
に
五
万
九
千
円

i
七
万
五
千

ト
レ
ス
を
強
引
に
販
売
し
、
七
月
に
入
円
の
磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
を
売
り
つ

っ
て
か
ら
十
六
件
も
の
苦
情
相
談
が
あ
け
る
。

り

ま

し

た

。

こ

の

よ

う

な

手

口

で

、

高

額

な

商

品

こ
の
業
者
の
販
売
方
法
は
を
、
い
つ
の
ま
に
か
購
入
さ
せ
ら
れ
て

①
「
医
療
用
具
の
説
明
」
、
「
組
品
進
い
ま
す
。
購
入
後
一
週
間
以
内
で
あ
れ

呈
L

、
「
新
茶
の
販
売
し
な
ど
の
名
ば
契
約
解
除
(
ク
l
リ

目
で
、
主
婦
や
老
人
を
民
家
や
公
ン
グ
オ
フ
)
で
き
る
こ

民

館

な

ど

に

集

め

る

。

と

を

覚

え

て

お

き

ま

し

②
販
売
に
先
立
っ
て
世
間
話
な
ど
で
よ
う
。
詳
し
く
は
、
く

相

手

を

安

心

さ

せ

る

。

ら

し

の

窓

口

へ

③
動
物
の
ぬ
い
ぐ
る
み
、
折
り
た
た
宮
0
8
9
4

み

い

す

、

ウ

ー

ロ

ン

茶

、

人

形

な

⑫
3
7
0
0

昭和61年9月1日

新
・
増
築
家
屋
を
調
査
し
ま
す

おおず

今
年
新
築
、
ま
た
は
増
改
築
さ
れ
た

家
屋
を
固
定
資
産
評
価
の
た
め
、
九
月

か
ら
実
地
調
査
を
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
滅
失
家
屋
(
取
り
壊
し
た
家

な
ど
)
の
調
査
も
同
時
に
行
い
ま
す
の

で
、
該
当
家
屋
の
あ
る
方
は
、
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
o

v
調
査
期
間

昭
和
六
十
一
年
九
月
中
旬
か
ら

昭
和
六
十
二
年
一
月
中
旬
ま
で

V
対
象
家
屋

昭
和
六
十
一
年
一
月
二
日
以
降
に
異

動
の
あ
っ
た
家
屋

詳
し
く
は
、
大
洲
市
役
所
税
務
課

広報

固
定
資
産
係
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1

内
線
2
4
5

八多喜地区の国土調査を実施
本年度に予定している国土調査の地籍調査事業

を、八多喜、米津、子成地区の一部で 9月から実

施いたします。この調査で土地の境界が決定され

ますので、土地所有者は隣地の土地所有者と協議

して、境界に仮杭を打ち、付近の草などを刈って

境界を明確にしておいでくださ t/);0 詳しくは市農

業土木課へ。宮⑫2111内線356・336

ノ，、ー、、

、
、
、
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調査区域図

長浜町

日
本
赤
十
字
社
資
・
緑
化
募
金
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社
大
洲
市
地
区
長

近

田

宣

秋

緑
化
募
金

日
本
赤
十
字
社
資

本
年
度
の
日
本
赤
十
字
社
資
募
集
に

つ
き
ま
し
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
、
三
百
十
四
万
五
千
百
六
十
二
円
が

集
ま
り
ま
し
た
。

社
資
は
、
愛
媛
県
支
部
に
納
入
さ
れ

て
災
害
救
護
活
動
、
医
療
技
術
の
充
実

血
液
事
業
の
推
進
な
ど
社
会
福
祉
活
動

の
た
め
活
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

緑
の
羽
根
募
金
に
つ
い
て
は
、
今
年

三
十
三
万
八
千
二
百
十
九
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。

そ
の
内
、
二
十
八
万
六
千
円
を
愛
媛

県
緑
化
推
進
委
員
会
へ
納
入
し
、
残
金

は
、
市
の
緑
化
推
進
活
動
(
首
木
の
配

布
な
ど
)
の
た
め
、
利
用
さ
せ
て
項
き

ま
す
。市

民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
協
力
項

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

実線で閉まれた部分

.Aコープ

庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ

大
洲
公
共
職
業
安
定
所

大
洲
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
庁
舎

新
築
の
た
め
、
八
月
四
日
か
ら
仮
庁
舎

で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
市
若
宮
一
四
二

O
l

二
(
明
治
乳
業
跡
)

告

(
ω
3
1
9
1

変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

-
業
務
開
始
昭
和
六
十
一
年
八
月
四

日
(
昭
和
六
十
二
年
三

月
中
旬
ま
で
の
予
定
)

ま
た
九
月
は
、
障
害
者
雇
用
促
進
月

間
で
す
。
事
業
主
ま
た
障
害
者
の
み
な

さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
移
転
先

-
電

話

8 -

lJ I 若宮地区 ¥ ¥  

R 56 

喜多酪農・ ・
農協

自動車工場



ま
す
が
、
扶
養
義
務
者
の
収
入
状
況
に

よ

っ

て

一

部

負

担

が

あ

り

ま

す

。

一

語

聞

か

る

期

間

必

要

な

期

間

お

預

か

り

一

し

ま

す

。

一

ご

相

談

は

、

お

近

く

の

民

生

児

童

委

…

A
君
は
、
よ
く
女
の
子
を
泣
か
し
ま

員

、

大

洲

市

福

祉

事

務

所

、

県

福

祉

事

…

す

。

務

所

な

ど

に

し

て

く

だ

さ

い

。

一

ま

え

か

た

も

、

B
さ
ん
や
C
さ
ん
を

ま

た

、

保

護

者

が

直

接

児

童

相

談

所

一

泣

か

し

て

い

ま

し

た

。

ち

ょ

う

ど

そ

の

へ

ご

相

談

に

な

っ

て

も

結

構

で

す

。

一

と

き

、

私

と

花

子

さ

ん

が

横

を

通

り

か

O
大
洲
市
福
祉
事
務
所

O
松

山

乳

児

院

一

か

り

ま

し

た

。

そ

し

て

花

子

さ

ん

は

、

宮
0
8
9
3
@
2
1
1
1
内
線
2
7
6

宮
0
3
U
9
⑫
9
7
2
0

…
A
君
の
子
を
持
っ
て
と
め
ま
し
た
。
私

O
中
予
児
童
相
談
所

O
近

永

乳

児

院

一

は

告

0
8
9
9
⑫
5
0
4
0

宮
0
8
9
5
4
⑤
0
0
5
4

一
「
え
ら
い
な
あ
、
私
も
、
あ
れ
ほ
ど
の

O
南
予
児
童
相
談
所
※
相
談
上
の
秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
一
勇
気
が
あ
れ
ば
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。

公

費

に

よ

っ

て

ま

か

な

わ

れ

宮

0
8
9
5
⑫
1
2
4
5

す

。

一

A
君
は

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
L
:
i
i
i
i
i
i
i
i
t
i
t
i
l
-
-
i
t
i
t
i
l
-
-
iム
「
は
な
せ
や
。
じ
ゃ
な
い
と
、
こ
の
一
一

郵

便

サ

ー

ビ

ス

を

充

実

※

取

り

扱

い

に

つ

い

て

詳

し

く

品

便

ま

ご

こ

ろ

の

の

l
j
一
人
み
た
い
に
な
る
ぞ
」
と
い
い
ま
し
た
o

大

洲

郵

便

局

か

ら

局

の

窓

口

て

ま

尋

ね

く

5CL

，

i

H

で
も
花
子
さ
ん
は
「
え
え
わ
い
し
と
い

i

-

、U
唱

2

0
六

月

か

ら

速

達

郵

便

物

配

達

区

域

が

愛

媛

県

警

察

官

を

募

集

お

く

り

も

の

5、
一
い
ま
し
た
o

私
は
、
ま
す
ま
す
「
す
ご

拡

大

さ

れ

、

「

大

洲

市

内

全

域

し

が

速

金

一

封

中

村

兵

頭

美

恵

子

一

い

な

あ

し

と

患

い

ま

し

た

。

達

サ

ー

ビ

ス

区

域

に

な

り

ま

し

た

。

(

指

定

配

分

)

一

そ

し

て

A
君
は
、

B
さ
ん
や

C
さ
ん

O
七

月

か

ら

普

通

小

包

み

(

書

籍

小

包

金

一

封

(

寄

付

金

を

喜

多

地

区

社

協

一

の

頭

を

た

た

こ

う

と

し

ま

し

た

。

そ

こ

を

除

く

)

も

損

害

賠

償

の

対

象

と

な

へ

)

徳

森

三

好

円

定

一

で

花

子

さ

ん

は

、

B
さ
ん
と
C
さ
ん
の

り

ま

し

た

。

(

四

千

円

が

限

度

)

(

物

品

の

口

座

)

一

頭

の

上

に

手

を

お

い

て

、

か

ば

い

ま

し

O
七

月

か

ら

、

小

包

郵

便

物

の

料

金

着

古

子

供

服

二

十

九

点

(

福

祉

施

設

…

た

。

私

も

見

て

い

る

わ

け

に

は

い

け

な

払

い

制

度

が

実

施

さ

れ

ま

し

た

。

窓

へ

)

菅

田

町

菅

田

小

学

校

P
T
A
…
い
の
で
、
花
子
さ
ん
と
同
じ
に
手
を
お

口

に

ム

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

(

代

)

矢

野

良

直

一

き

ま

し

た

。

す

る

と

ま

た

、

A
君
が
え

O
七

月

か

ら

、

市

内

特

定

郵

便

物

、

料

温

か

い

善

意

を

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

一

ら

そ

う

に

、

金

後

納

郵

便

物

が

大

洲

郵

便

局

以

外

ま

し

た

。

感

謝

を

こ

め

て

掲

載

さ

せ

て

一

「

手

を

ど

け

、

ど

け

と

い

う

の

が

わ

か

の

特

定

郵

便

局

で

も

差

し

出

し

可

能

い

た

だ

き

ま

す

。

一

ら

ん

の

か

L

と
い
っ
て
、
私
と
花
子
さ

に

な

り

ま

し

た

。

大

洲

市

社

会

福

祉

協

議

会

一

ん

の

頭

を

た

た

き

ま

し

た

。

そ

れ

で

も

おおず広報

乳
児
院
と
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
、

赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
ら
れ
な
い
と
き
、
満

二
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
を
昼
夜
通
し
て

お
預
か
り
し
ま
す
。

預
か
る
理
由

O
お
母
さ
ん
が
病
気
や

出
産
の
と
き

O
家
族
の
病
気
な
ど
で

養
育
で
き
な
い
と
き

O
お
母
さ
ん
が

未
婚
で
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と

き

O
こ
ど
も
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と

き

O
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が

あ
る
と
き

職
員
は
医
師
、
看
護
婦
、
保
母
、
栄

養
士
な
ど
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を

し
ま
す
。

費
用
は

昭和61年9月1日

(
高
校
卒
程
度
)

受
付
期
間
昭
和
六
十
一
年
九
月
ト
六

日
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で

受
験
資
格
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
(
大
卒
者
を
除
く
)

試
験
日
十
月
二
十
六
日
(
日
曜
日
)

試
験
場
所
松
山
東
警
察
署
、
宇
和
島

筈
察
署
な
ど

連
絡
先
各
警
察
署
、
愛
媛
県
人
事
委

員

会

へ

宮
0
8
9
9
⑪
2
1
1
1

No.95 

い
じ
め
っ
子

小
学
校
四
年
女
子

人
権
作
文
か
ら

④ 

花
子
さ
ん
は
泣
か
な
か
っ
た
の
で
、
私

も
が
ま
ん
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ち
ょ
う
ど
チ
ャ
イ
ム
が
鳴

っ
た
の
で
、
運
動
場
へ
行
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、

B
さ
ん
と
C
さ
ん
を
な
ぐ
さ

め
て
あ
げ
ま
し
た
。

私
は
、
花
子
さ
ん
の
と
っ
た
た
い
ど

が
、
と
て
も
勇
気
の
あ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。
友
達
が
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
の
を
見
た
ら
、
こ
れ
か
ら
は
、
私
一

人
の
と
き
で
も
、
勇
気
を
も
っ
て
か
ば

っ
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

い
じ
め
っ
子
の
い
な
い
、
仲
の
よ
い
ク

ラ
ス
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

。
。

花
子
さ
ん
と
い
う
友
達
の
、
勇
気
の

あ
る
行
動
を
見
習
っ
て
、
も
う
一
人
の

勇
気
あ
る
子
供
が
生
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
て
み
ん
な
が
勇
気
あ
る
子
供
に
な
っ

た
と
き
、
そ
こ
に
は
い
じ
め
は
な
く
な

り
ま
す
。

差
別
を
傍
観
し
て
、
行
動
し
な
い
人

は
、
勇
気
の
な
い
人
で
す
。
「
や
め
な

さ
い
」
と
は
っ
き
り
と
い
え
る
、
勇
気

の
あ
る
人
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
態

度
と
行
動
に
動
か
さ
れ
て
、
次
々
と
「
勇

気
応
る
仲
間
L

が
増
え
て
行
き
ま
す
。

同
和
教
育
は
、
心
か
ら
人
生
の
熱
と

光
を
希
求
す
る
、
人
+
つ
く
り
の
教
育
な

の
で
す
。

9 ー

つ
づ
く
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昭和61年9月1日

奥
さ
ん

訪

No.も3

問

おおず

V
生
ま
れ
は
、
福
島
県
の
須
賀
川
市
で

す
。
人
口
約
五
万
人
の
城
下
町
で
、
蕎

麦
の
お
い
し
い
所
で
す
。

V
主
人
(
博
文
さ
ん
)
が
、
私
の
兄
と

友
達
だ
っ
た
の
で
、
知
り
合
い
ま
し
た
o

v初
め
て
大
洲
に
来
る
と
き
は
、
松
山

か
ら
ド
ン
ド
ン
山
の
中
へ
入
っ
て
い
く

の
で
不
安
で
し
た
が
、
大
洲
へ
肴
い
た

広報

11月29日から

12月 1日まで

愛媛県県民文化会館

みんなで成功させましょう

第38回全国
同和教育研究大会

愛媛県で開催

き

所

肱
川
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
い

田
口

長
谷
麻
理
子
さ
ん
(
却
歳
)

と
き
に
、
周
囲
の
山
々
と
見
事
に
調
和

し
て
流
れ
る
肱
川
を
見
て
素
晴
ら
し
い

景
色
だ
と
思
い
ま
し
た
。

V
大
洲
の
人
は
、
素
朴
で
混
か
い
人
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
幼
児
語
だ
と
思
い

ま
す
が
、
虫
の
こ
と
を
ブ
ジ
と
い
っ
た

り
す
る
の
は
、
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
o

v東
北
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
道
路
が
片

主
催
の
水
生
生
物
調
査
(
今
年
で
三
年

目
)
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は
家
族
連
れ
な

ど
約
百
人
が
参
加
し
て
、
調
査
記
録
を

ま
と
め
で
い
ま
し
た
。

五
仙
の
肱
川
写
真
展
H

を
開
催

新
刊
図
書
案
内

夢

の

中

の

本

紀

田

順

一

郎

著

朝

鮮

を

知

る

事

典

平

凡

社

世
界
現
勢
一
九
八
六
姥
山
芳
郎
著

就

職

樋

口

恵

子

他

一

端

中

世

の

非

人

石

尾

芳

久

著

学
校
か
ら
の
自
立
長
谷
川
孝
編

技

術

と

民

俗

森

浩

一

編

消
え
ゆ
く
野
生
と
自
然
平
津
正
夫
著

世
界
の
民
俗
衣
裳
田
中
千
代
著

有
害
食
品
一
覧
表
郡
司
篤
孝
著

割
賦
訪
問
・
通
信
販
売
の
法
律
知
識

中
野
正
俊
著

幕
末
維
新
期
の
漫
画
芳
賀
徹
著

百
本
語
の
常
識
非
常
識
井
口
樹
生
著

泣
き
虫
な
ま
い
き
石
川
啄
木

井
上
ひ
さ
し
著

夢

見

小

僧

木

下

順

二

作

忘
れ
ん
ぼ
の
バ
ナ
ナ
ケ

l
キ

森

村

桂

著

四
千
万
歩
の
男
上
下
井
上
ひ
さ
し
著

リ

ン

ゴ

の

唄

佐

江

衆

一

著

風

転

草

米

谷

ふ

み

子

著

台
所
か
ら
北
京
が
見
え
る長

津
信
子
著

か
た
り
べ
草
子
全
ロ
巻
平
凡
社

ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
全
5
巻

前
嶋
信
次
訳

灰
色
の
栄
光

J

・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
著

罪
あ
る
傍
顧
者

W
・
ミ
ラ

i
著

愛
媛
県
水
泳
連
盟
的
周
年
記
念
誌

愛
媛
県
水
泳
連
盟

常
磐
井
忠
伽
著

10 

肱
川
と
む
ら
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h
p
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
草
を
駆
除

七
月
十
三
日
、
五
郎
の
赤
橋
下
で
セ
イ
タ

カ
ア
ワ
ダ
チ
草
を
、
大
洲
市
青
年
協
議
会
の

人
な
ど
約
五
十
人
が
、
熱
心
に
除
草
し
ま
し

た。

昭和61年9月1日

A ふ る さ と を きれいに

晴天となった 7月20日、

化運動が行われました。

近 田市長も各地域を巡回しながら、市民の先

頭にたって鎌を片手に草を刈り、汗を流しまし

た。

V ロータリークラブ交換留学生市長を訪問
ロ ー タ リ ー ク ラ ブ の 交 換 留 学 生 で 大 洲 に 滞 在 し

て い た ピ ー タ ー 君 と ジ ョ ナ サ ン 君 ( 二 人 と も 高 校

2年)が、 7月25日市長を訪問して「うかいがよ

かったJ'テンプラがおいしい」など、大洲の好印象

を言吾っていました。

号混埠き狩製 て:ナ?一
よ2ヱ:":が体 6 

.色大洲神f缶云流を伝承しよう

大洲に伝わる神伝流を保存・伝承するため「大

洲水泳学校」が 7月21日から聞かれました。肱

J 11"喬の下流で約 100人の子供たちが、神伝流の

基本を学ぼうと元気に水しぶきを1-:.げていまし

た。

ー 11-

大
洲
市
役
所
の

職
員
を
募
集

大
洲
市
役
所
の
職
員
を
次
の
よ
う

に
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

。
事
務
職
員
約
七
人

O
市
立
大
洲
学
園
指
導
員
二
人

O
保

母

約

四

人

受
付
期
間
九
月
一
日

1
十
日

郵
送
の
場
合
は
、
昭
和
六
十
一
年

九
月
十
日
ま
で
の
消
印
有
効
。

そ
の
他

受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
採

用
試
験
案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

市
長
公
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。宮

⑫
2
1
1
1
内
線
2
2
0

九
月
二
十
一
日

i

九
月
三
十
日
ま
で

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

防
犯
協
会
か
ら

ワ月末までの

大淵市内の交通事故

7月末 昨年
現 在 同期

イ牛 数 1 5 0 1 2 1 

負傷者 1 8 9 1 6 1 

死者 2 



昭和61年 9月1日

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

9
月
2
日
(
火
)
昭
和
白
年
4
月
生

9
月
9
日
(
火
)
昭
和
臼
年
1
月
生

9
月
日
日
(
木
)
昭
和
的
年
2
月
生

9
月
日
日
(
火
)
昭
和
前
年
目
月
生

9
月
初
日
(
火
)
昭
和
田
年
8
月
生

肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
泊
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

母
........ 
+ 

おおず広報

宮
(
蛾

3
ヮ
ヴ
5

程

内

容

9
月
5
日
(
金
)
妊
娠
中
の
保
健

9
月
四
日
(
金
)
妊
産
婦
の
栄
養

叩
月
3
日
(
金
)
お
産
の
準
備

日
月
口
日
(
金
)
乳
幼
児
の
保
健

日
月
旦
日
(
金
)
産
後
の
保
健

時

間

口

時

1
日
時

(
9
月
四
日
は
、

9
時
1
日
時
)

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

5
0
0
円

料場
金所

胃

が

ん

検

圭会
D9 

婦

人

が

ん

検

診

(
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
)

実

施

日

場

所

9
月
口
日
(
水
)
新
谷
連
絡
所

9
月
四
日
(
木
)

受
付
時
間
日
時
i
u
時

検
診
内
容
(
)
内
は
料
金

子
宮
が
ん
検
診

(
7
0
0
円
)

乳
が
ん
検
診

(
2
0
0
円
)

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

場

所

9
月
3
日
(
水
)
南
久
米
連
絡
所

9
月
4
日
(
木
)

9
月
お
日
(
木
)
徳
森
、
城
集
会
所

受
付
時
間

9
時
叩
分

1
日
時

日
時
1
日
時

無
料
で
す
。

末ヰ
金歯

科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

9
月
口
日
(
水

内

容

成
人
歯
科
相
談

9
月
M
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
口
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5

9 
(月
日 7
)日

9
月
H
日

(
日
)

9
月
日
日

(
月
)

9 
(月
日 21
~日

9 
月
23 
日

久
保
医
院
(
新
谷
)

宮
(
⑪
0
1
5
8

大
洲
中
央
病
院

告

(
ω
4
5
5
1

肱
川
医
院
(
菅
田
)

宮
(
⑪
2
9
1
5

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

三
瀬
内
科
(
八
多
喜
)

宮

(
ω
0
0
0
3

市
立
大
洲
病
院

告

(
ω
2
1
5
1

町
野
医
院
(
森
山
)

宮

(
ω
0
0
0
2

大
洲
中
央
病
院

官

(
ω
4
5
5
1

岡
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
片
原

相談ごと案内
お気軽にいずれも無料です。

ご利用ください。

砂交通事故相談

と き 9月 8日 10日寺~15日寺

9月22日ク

ところ 市 役所 1階会議室

惨人権相談

と き 9月22日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 9月 1日

9月10日

9月25目。

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大 洲 市 福祉事務所

砂行政相談

とき 9月16日 9時一12時

ところ 市役所 1階会議室

急がれる時は、電話で相談し

てくだ、さい O 宮⑫3794(玉木)

砂社会保険相談

とき 9月24日 10時一16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

険医師・栄養士による健康相談

と き 9月25日 13日寺~15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳 以 上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲隣保館(東大洲)

E⑫ 6100 大 洲 福 祉 会

館(新谷)ft⑫0947

砂不動産無料相談

と き 9月15日 9 時~16日寺

ところ 宅建協会大洲支部(フ

ヂエダ花庖 2階、常磐町)

場

所

菅
回
連
絡
所

蔵
川
、
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー

9
月
四
日
(
木
)
大
川
連
絡
所

9
月
四
日
(
金
)
平
野
連
絡
所

受
付
時
間

8
時
l
m
時

料
金

9
0
0
円

実

施

日

9
月
3
日
(
水
)

9
月
4
日
(
木
)

9
月
口
日
(
水
)

13時~16日寺

ク

少丈

町
)
宮
⑫
4
3
7
5

市
立
大
洲
病
院

告

(
ω
2
1
5
1

安
達
内
科
(
中
町
2
)

告
⑫
2
5
3
5

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

親
ヘ
U
V
必民一

d
F
切
ご
k
l
t
ι
F
メ
tー
/

級
叫
戸
町
一
¥
便

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
人
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

9 
(月
日 28
~日

|献血のお知らせ次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

9
月
4
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

i
ロ
時

伊
予
銀
行
大
洲
支
庖
日
時
1
H
時

大
洲
自
動
車
教
習
所
U
時
加
分

i
m
時

9
月
口
日
(
水
)

大
洲
市
役
所

9
時
加
分
1
1
時

国
立
大
洲
青
年
の
家
ロ
時
加
分

i
M
時

函

E
置

。，』

指
先
の
細
か
な
運
動
は
、
脳
細
胞
を

活
性
化
し
、
集
中
力
を
養
っ
た
り
、
老

化
を
防
止
し
た
り
す
る
こ
と
に
た
い
へ

ん
有
効
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
は
、
流
行
し
て
い
る
T
V
ゲ

ー
ム
も
老
化
防
止
に
役
立
つ
の
か
な
と

思
い
ま
し
た
が
、
ど
う
も
百
が
悪
く
な

る
の
が
先
の
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

(
S
)
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